


















































チェーンストアω 3．6 20．6 54．1 19．5
全　　産　　業② 2．9 21．6 43．2 32．3計（万人）

































男子 427 31．1＊ 7．3
正社員
女子 460 29．5 5．2
パ　　一　　ト 355＊＊ 40．3 3．1


























A 男子正社員 29歳 6年 170！00円
B 男子正社員 25 4 142500
C パ　　一　　トi9：00－15：45）52 7 80205
D パ　　一　　トi9：15－16：00）47 6 79930





































F 男子正社員 24歳 1年 139200円
G 女子正社員 25 2 118600
H パ　　一　　トi11：45～18：00）47 2 64915
1 男子正社員 27 4 180800
J 女子正社員 46 6 130800
K ク 25 2 118600
L 〃 24 1 117900




































































































































































役　付 男　子 女　子 パート　その他
食料品部門 3 5 15 11　　　　7
衣料品部門 3 6 24 12 3
雑貨部門 2 6 8 6 5
庶務・会計 2 4 6 1 22
（注）「その他」には「パート」より勤務時聞の短い主婦層（実
　　質的にはパートタイマー）が含まれる．「庶務・会計」に
　　その層が計上してあるが，仕事は各部門に分散している。
（3）冒頭でのべた，食品部門でパート比率が高いことはだいたい言える。
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青　果　型
　　　　売場
生鮮三品，加工食品，
家電，家具インテリア
　　　　特徴
男女パートの仕事がはっき
りわかれる。パート化司「能
婦人服型 菓子・進物，家庭用品
日用品，薬品，衣料品
庶務・会計
男女全く同じ仕事。パート
は少し異なり，パート化に
は一一定の制約
他のタイプ レ　ジ 女，パートが同じ仕事を行
う。パート・アルバイト化
可能（POSの影響）。
このなかで，衣料品の中では，子供ベビー洋品売場などは，育児経験などから主婦パート
の比率を高めやすい売場である。Y社の食品レジはすべて光学式自動読みとり機で，担当
は女子正社員が多く，パートが少ないのが特徴である。
　レジは，繁忙時には打鍵数が多くなり，頸肩腕症候群などの職業病が頻発した。そこで
労働省は昭和48年労働基準局長通達により，「金銭登録作業指導要領」を定め指導してい
る。繁忙時の連続作業は1時闇に制限されているので，他の仕事についたり休憩したりの
細かなU一テーションがある（中村〔2〕の表5を参照）。けれども光学式自動読みとり方
式レジスターの急速な普及により，この体制は変わるかもしれない。
　ある大型スーパーではかなり以前から男子社員がレジを打っている。レジをパート・ア
ルバイトにまかせない場合はくレジでも最低人員は正社員が必要），レジの仕事をどうキャ
リアに組み込むかが問題である。
　　皿　展　　　望
　Y社を素材として，スーパーの人員配置を中心にみてきた。スーパーのことは，とくに
現場についてはそれほど知られていない。また大手スーパーでさえ，5つの有力経済団体
および51の政府審議会にだれ一人として，役員に送りこんでいない（宮崎〔3〕）。ゆえに
スーパーにまつわる問題では政策方向を誤る可能性が多分にある。
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スーパーにおける女子労働力　865
スーパーをはじめ，1、売業は、。p　manag。m，。、，。、ddl。　manag。m。n、の緬齢激しいア
メリカ型の労働市場だと，よくいわれる。サービス経済化進行で離転職率が増加する一つ
の典型例にあげられる。しかし，Y社の例だけでなく，スーパー業界では労働力の配置に
ついて，基本的に内部労働市場が形成されている。Y社の場合は，関連会社を除き，管理
職の外部からの補充は創業以来まったくない。他社からの引抜きは大手スーパーで若干み
られるとは言うものの，ごく一部のようだ。iower　managementはまさしく下からの昇進
であり，他の社員の流動性もさほど高くない。
　百貨店，スーパーで専門職化がすすめられているが，あくまで企業内部で形成した熟練
による専門職の技能である。ゆえに他社では使いにくく，移ってもかなりの損失を覚悟せ
ねばならない。女子の再雇用などでも，原則は同一企業そして同じ職場への復帰である。
　また現在日本のスーパーの特徴は，売場担当者が客のニーズをどれだけ的確に把握する
かが重要になっている。これをうまくやっている部門，会社の成績が伸びているのであろ
う。POS導入により上部機関で売れ筋を分析し店へおろしていくやり方は，一部の商品を
のぞき非効率である。POSによる分析は参考にとどめ，売場の担当者（つまり全社員）の
熟練をみがき，彼らからの的確な売れ筋の情報を重視すべきである。
　そういった環境下で女子がどこまで戦力となりうるかは，女子が利益計算などを基盤に
した中期展望能力をどれだけ有しているかが課題になる。他産業にくらべ権隈がかなり下
部に委譲されている日本のスーパーでは，現場の販売員ひとりひとりに上のような能力が
必要である。単品の知識や利幅などについては完全に習得しているといってよく，要はそ
れらをいかに総合的に活用して，売れる商品を効率的に置いていくかがカギになる。この
点を克服すれば，女性管理職はますます増え，さらに一層「経済の女性化」がすすむであ
ろう。
（後記）この調査は大阪府立大学の冨田安信氏と協力してすすめている。また文部省科学
　　　研究費（総合研究（A）「人材形成方式の国際比較」）をうけている。
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